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市
で
は
、
ま
ち
を
元
気
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
地
域
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
地

域
で
消
費
す
る
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
ふ
る
さ
と
で
採
れ
た
農

産
物
を
食
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

■
農
業
振
興
課
（
℡　

‐
７
０
４
４
）

２４

平
成　

年
度
福
知
山
市
地
産
地
消

２０

推
進
協
議
会
始
動

　

地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
行
政
だ
け
で

な
く
、
関
係
す
る
組
織
な
ど
を
含
め
て
進

め
る
こ
と
で
、
そ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

市
民
の
み
な
さ
ん
に
近
い
も
の
に
し
、
一

層
効
果
的
に
事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
、

福
知
山
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会
（
会
長

　

福
知
山
市
長　

以
下
「
地
産
地
消
推
進

協
議
会
」）を
平
成　

年
８
月　

日
に
発
足

１９

２１

し
ま
し
た
。
地
産
地
消
推
進
協
議
会
を
中

心
に
、
今
、
福
知
山
市
の
地
産
地
消
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
推
進
協
議
会
の
構
成
団
体

　

福
知
山
市
料
理
飲
食
業
連
合
会
、
福
知

山
旅
館
組
合
、
福
知
山
民
間
社
会
福
祉
施

設
連
絡
協
議
会
、
福
知
山
市
食
生
活
改
善

推
進
員
連
絡
協
議
会
、
福
知
山
商
工
会
議

所
、
福
知
山
市
商
工
会
、
福
知
山
観
光
協

会
、
京
都
農
業
協
同
組
合
、
京
都
丹
の
国

農
業
協
同
組
合
、
京
都
創
成
大
学
、
地
場

野
菜
生
産
出
荷
組
合
連
絡
協
議
会
、
福
知

山
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
運
営
協
議
会
、

福
知
山
市
農
産
物
直
売
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
、
福
知
山
市
農
業
委
員
会
、
京
都
府

中
丹
広
域
振
興
局
、
福
知
山
市
学
校
給
食

会
、
福
知
山
市
教
育
委
員
会
、
福
知
山
市

地
産
地
消
の
基
本
方
針

①
生
産
者
、
消
費
者
、
事
業
者
の
連
携
を

深
め
、
農
産
物
の
市
内
で
の
生
産
・
流

通
・
消
費
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
新
鮮

で
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
自
給
率
を
向

上
さ
せ
ま
す
。

②
地
域
の
農
産
物
を
使
用
し
た
特
産
づ
く

り
、
ま
た
消
費
者
交
流
や
都
市
農
村
交
流

を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
ま
す
。　
　

③
「
食
」
を
通
し
て
地
域
農
業
と
く
ら
し
、

そ
し
て
健
全
な
食
生
活
を
学
ぶ
「
食
育
」

を
広
め
、
心
身
の
健
康
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
の
食
文
化
を
守
り
ま
す
。

お
も
な
地
産
地
消
の
取
り
組
み

①
地
域
食
材
の
利
用
促
進

▼
学
校
給
食
の
米
飯
回
数
を
週
３
回
か
ら

４
回
に
増
や
し
、
す
べ
て
福
知
山
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
使
用
し
ま
す
。

▼
学
校
給
食
に
お
い
て
福
知
山
産
の
旬
の

野
菜
を
積
極
的
に
使
用
し
ま
す
。

▼
捕
獲
し
た
鹿
を
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
材
料



3 広報ふくちやま　H20（2008）．6．1

と
し
て
利
活
用
す
る
た
め
、
宿
泊
、
研
修

施
設
な
ど
の
公
共
施
設
に
お
い
て
、
鹿
肉

料
理
の
研
究
を
行
い
ま
す
。

②
地
域
の
特
産
品
づ
く
り

▼
平
成　

年
度
に
実
施
し
、
好
評
で
あ
っ

１９

た
「
福
知
山
の
う
ま
い
も
の
展
」
を
本
年

度
も
実
施
し
ま
す
。

③
地
産
地
消
の
Ｐ
Ｒ

▼
福
知
山
農
産
物
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
る
店
舗
を
福
知
山
市
地
産
地
消
推
進
店

と
し
て
認
定
し
、
ふ
る
さ
と
で
採
れ
た
農

産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

④
生
産
組
織
の
育
成

▼
地
場
野
菜
生
産
出
荷
組
合
連
絡
協
議
会

や
福
知
山
市
農
産
物
直
売
グ
ル
ー
プ
連
絡

協
議
会
な
ど
の
生
産
組
織
の
強
化
・
育
成

を
す
す
め
ま
す
。

⑤
食
育
の
推
進

▼
離
乳
教
室
・
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教

室
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
や
、
相
談
事

業
を
通
し
て
食
や
食
生
活
の
大
切
さ
へ
の

理
解
を
促
し
ま
す
。

⑥
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進

▼
学
校
給
食
に
野
菜
を
供
給
す
る
生
産
者

を
中
心
に
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
（
土

づ
く
り
、
減
化
学
肥
料
、
減
化
学
農
薬
の

３
つ
の
技
術
に
一
体
的
に
取
り
組
む
農
業

者
に
対
す
る
認
定
）
へ
の
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

福
知
山
市
地
産
地
消
推
進
店
認
定

　

４
月
９
日（
水
）の
地
産
地
消
推
進
協
議

会
で
、
福
知
山
産
農
産
物
を
積
極
的
に
活

用
し
て
い
る
事
業
者
を
福
知
山
市
地
産
地

消
推
進
店
に
認
定
し
ま
し
た
。

問い合わせ先推　進　店　名

代表　 坂  本  　  人 TEL57‐0511
さか もと たか と

阿良須野菜直売所（北二）野 菜
直 売 所 TEL38‐0543やくの高原市（夜久野町平野）

TEL22‐3831近藤青果店（中ノ町）
八 百 屋 TEL22‐2226坪倉青果店（駅前町）

TEL22‐2343山中青果店（中ノ町）

代表　 田  倉  雅  子 TEL22‐2794
たく ら まさ こ

檜山旅館（北本町二区）旅 館

代表　 芦  田  耕  吉 TEL34‐0721
あし だ こう きち

えぼしの里 〈そば〉（小牧）
飲 食 店

TEL27‐1152丹波の和食処 由良川（土師宮町）

㈱三ツ丸ストア本部
TEL23‐4123

三ツ丸ストア 堀店（蛇ヶ端）スーパー
マーケット 三ツ丸ストア 前田店（前田）

福知山市地産地消推進店

募
集
期
間
／
６
月
９
日（
月
）〜　

日（
月
）

３０

対
象
事
業
者
／
年
間
を
通
じ
て
本
市
で

生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
販
売
、
ま
た
は
食

材
と
し
て
活
用
し
て
い
る
事
業
者

応
募
方
法
／
所
定
の
申
請
用
紙
を
地
産

地
消
推
進
協
議
会
事
務
局（
農
業
振
興
課

内
（
℡　

‐
７
０
４
４
）
ま
で
提
出
。

２４

推
進
店
の
認
定

　

地
産
地
消
推
進
協
議
会
で
認
定
し
、
推

進
店
に
は
「
の
ぼ
り
」
と
「
シ
ー
ル
」
を

配
布
し
ま
す
。

平成２０年度
地産地消
推進店を
募集します

　市内の朝市・農産物
直売グループの連携
を深めるため、平成２０
年３月２４日に「福知山
市農産物直売グルー
プ連絡協議会」が設立
されました。その会長
で、福知山市地産地消
推進協議会のメンバーでもある 足  立 

あ だち

 傑 さ
すぐる

んに、お話を伺いました。

　福知山市農産物直売グループ協議会に
は、１５グループが加入しており、各地域で
活動しています。
　わたしが活動している、上豊富朝市
「ひまわりグループ」では、約１０人のメ
ンバーで毎週土曜日の午前７時から、野菜
や山菜、花、漬物やかりんとうなどの加
工品などを販売していますが、だいたい
１５分くらいで完売してしまいます。
　ただ品物のやり取りをするだけでなく、
「ふきは、どうしたらやわらかく炊ける
ん？」などと調理の仕方を聞かれたり、
「最近、顔見なんだけど元気にしとった
んか」「来週は漬物をたのむわ」など会話
が弾みます。お客さんが、朝市で買って
炊いたふきや手づくりの菓子を持ってき
てくれることもあります。
　悩みは、品物がそろわないときがある
のと、シカやイノシシなどの対策。電柵に
トタン、あみと二重三重にガードしてい
ても、被害に遭うことがあります。大変
なことはありますが、「お客さんが待って
いる」という思いがメンバーの励みに
なっています。
　わたしたちは、安心・安全な農産物を
提供できるよう、無農薬というわけには
いきませんが、どういう目的でどんな農
薬を使っているのか、きちんと説明でき
るように心がけています。
　生産者のみなさんには、まず自分が食
べてみて、安心・安全を確信してから、
自信を持って売ってほしいです。そして、
消費者のみなさんには、ぜひ福知山産を
食べてほしいです。コミュニケーション
を深めながら、新鮮な野菜や山菜を味
わってみませんか。

福知山の人にもっともっと
福知山産の野菜を食べてほしい

地産
地消推進店

福
知山市地産地消推進

協議
会

特集①　食べてみて！福知山産

高 
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※（　

）は
１
世
帯
あ
た
り
年
間
の
二
酸

　

化
炭
素
削
減
効
果
と
費
用
削
減
効
果

　

一
般
的
に
、
１
世
帯
あ
た
り
年

間
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
約

５
９
０
０
㌔
㌘
と
言
わ
れ
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
約
７
６
６

㌔
㌘（　

㌫
）の
削
減
効
果
が
あ
り

１３

ま
す
。
ま
た
、
金
額
で
は
約
４
万

１
０
０
０
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

①
暖
房
と
照
明
の
利
用
を
減
ら
す

た
め
、
家
族
が
同
じ
部
屋
で
団
ら

ん
す
る（
約
２
４
０
㌔
㌘
・
約
１
万

１
０
０
０
円
）

　

家
族
が
別
々
の
部
屋
で
過
ご
す

と
、
暖
房
も
照
明
も
余
計
に
必
要

に
な
り
ま
す
。

②
週
２
日
往
復
８
㌔
㍍
の
車
の
運

転
を
や
め
、
公
共
交
通
を
利
用
す

る（
約
１
８
５
㌔
㌘
・
約
８
０
０
０

円
）

　

通
勤
や
買
い
物
に
は
バ
ス
や
電

車
な
ど
の
交
通
機
関
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

③
こ
ま
め
に
コ
ン
セ
ン
ト
を
ぬ
く

（
約　

㌔
㌘
・
約
６
０
０
０
円
）

８７

　

主
電
源
を
切
り
、
長
時
間
使
わ

な
い
と
き
は
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
き

ま
し
ょ
う
。

　

地
球
温
暖
化
の
直
接
の
原
因
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
と
呼
ば
れ
る
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
な
ど
の
増
加
で
す
。

　

大
気
中
に
含
ま
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
は
、太
陽
に
よ
っ
て
温
め
ら
れ
た
地
球
の
表
面
か
ら
逃
げ
て
い
く
熱
を
さ

え
ぎ
る
こ
と
で
地
表
を
温
か
く
保
つ
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
る
と
大
気
中
で
さ

え
ぎ
ら
れ
る
熱
が
増
え
て
、
地
表
の
温
度
が
上
が
り
ま
す
。
こ
れ
が
地
球
温
暖
化
現
象
で
す
。

　

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
ら
す
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。次
に
挙
げ
た　

の
取
り
組
み
の

１０

う
ち
、
で
き
る
も
の
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
家
計
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

■
環
境
企
画
課
（
℡　

‐
１
８
２
７
・　

‐
７
０
７
０
）

２２

２４

大大大大大大大大大大大
切切切切切切切切切切切
ななななななななななな
自自自自自自自自自自自
然然然然然然然然然然然
ををををををををををを
守守守守守守守守守守守
ろろろろろろろろろろろ
ううううううううううう

　
　
　
　

6
月
は
、
環
境
月
間
で
す

家
庭
で
で
き
る

　
　

温
暖
化
対
策

環
境
省
資
料
に
よ
る  
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④
シ
ャ
ワ
ー
を
１
日
１
分
家
族
全

員
が
減
ら
す（
約　

㌔
㌘
・
約
４
０

６５

０
０
円
）

　

身
体
を
洗
っ
て
い
る
間
、
お
湯

を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
買
い
物
袋
を
持
ち
歩
き
、
包
装

が
少
な
い
野
菜
な
ど
を
選
ぶ（
約

　

㌔
㌘
）

５８
　

ト
レ
ー
や
ラ
ッ
プ
は
家
に
帰
れ

ば
す
ぐ
ご
み
に
な
り
ま
す
。
買
物

袋
を
持
ち
歩
い
て
レ
ジ
袋
を
減
ら

す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

⑥
１
日
５
分
間
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ 

ス
ト
ッ
プ
を
行
う（
約　

㌔
㌘
・
約

３９

２
０
０
０
円
）

　

駐
車
や
長
期
間
停
車
す
る
と
き

は
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

⑦
冷
房
温
度
を
１
度
高
く
、
暖
房

温
度
を
１
度
低
く
設
定
す
る（
約

　

㌔
㌘
・
約
２
０
０
０
円
）

３１
　

カ
ー
テ
ン
を
利
用
し
て
太
陽
光

の
入
射
を
調
整
し
た
り
、
冷
暖
房

を
始
め
る
時
期
を
少
し
待
っ
た
り

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

⑧
ポ
ッ
ト
・
炊
飯
ジ
ャ
ー
の
保
温

を
止
め
る（
約　

㌔
㌘
・
約
２
０
０

３１

０
円
）

　

ポ
ッ
ト
や
炊
飯
ジ
ャ
ー
で
長
時

間
保
温
す
る
よ
り
、
お
湯
は
必
要

な
と
き
に
沸
か
し
、
ご
は
ん
は
電

子
レ
ン
ジ
で
温
め
な
お
す
ほ
う
が

電
力
消
費
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

⑨
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
に
利
用

す
る（
約　

㌔
㌘
・
約
５
０
０
０
円
）

１７

　

風
呂
の
残
り
湯
利
用
の
た
め
に
、

市
販
さ
れ
て
い
る
ポ
ン
プ
を
使
う

と
便
利
で
す
。
水
の
節
約
に
も
な

り
ま
す
。

⑩
テ
レ
ビ
番
組
を
選
び
、
１
日
１

時
間
テ
レ
ビ
の
利
用
を
減
ら
す

（
約　

㌔
㌘
・
約
１
０
０
０
円
）

１３

　

見
た
い
番
組
だ
け
選
ん
で
見
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

特集②　 大切な自然を守ろう

やってみましょう　みどりのカーテン
　暑い夏、エアコンの使用をできるかぎり控
えて涼しく過ごす方法はないでしょうか。
　今、ゴーヤーなどを使った「みどりのカー
テン」の取り組みが広がりつつあります。市
でも、昨年、福知山環境会議（福知山エコパー
トナーシップ）の指導で、３つの小学校で実
施しました。
みどりのカーテンは快適で楽しい省エネです。
　日の当たる窓際にネットを張り、これに植
物の枝葉を茂らせ、窓から差し込む日差しや
熱をさえぎることで冷房に頼らず涼しく過ご
すことができます。
　植物は成長するときにたくさんの水分を吸
収します。吸収した水分の多くは葉から蒸発
する際に葉の周りから熱を奪い、葉の温度上
昇が抑えられます。単なる日よけの‘すだれ’

よりも涼しくすることができます。
　省エネや地球温暖化防止の取り組みのひと
つとして、自宅や職場などでも実践してみま
せんか。

▲上豊富小学校
ゴーヤーの植え付け作業のようす
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先
月
号
に
引
き
続
き
、
今
月
号
で
は
、

在
宅
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
、
施
設

入
所
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
意
識
や

実
態
を
今
後
分
析
し
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
各
機
関
と
連
携
を
図
り
、
一
人
ひ
と

り
の
高
齢
者
、
要
介
護
認
定
者
、
家
族
に

的
確
な
ケ
ア
を
行
え
る
よ
う
支
援
体
制
を

充
実
・
向
上
し
ま
す
。
ま
た
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
、
高
齢
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
む
け
て
の
取
り
組

み
や
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
、
次
期
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
や
介
護
保
険
事
業
計
画

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
福
知
山
市
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
見
直
し
に
か
か
る
実
態
調
査
の

結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
課（
℡　

‐
７
０
１
３
）

２４

アンケート調査結果 
在宅の要介護・要支援者の状況 
◆家族状況 
3人以上の 

世帯 

納得している 

ほぼ納得している 
あまり納得していない 

全く納得していない 

その他・無回答 

サービス調整 
をしてくれる 

短期入所 
生活介護 

通所介護 

訪問介護 

訪問入浴介護 

回数を増やしたい 

住宅改修 

福祉用具購入 

福祉用具貸与 

訪問介護 

気軽に相談できる 
窓口の設置 

高齢者など弱者の 
見守り 

配食や家事援助等 
生活援助 

健診や健康づくり 

利用に抵抗を 
感じない 

家族が介護 

介護用品支給 

配食サービス 

日常生活 
用具給付 
外出支援 
サービス 

認定は受けた 
だけ 

利用サービス 
がない 

利用機会がない 

利用者負担が 
適当 

85歳以上 

80～84歳 

75～79歳 
その他 
無回答 

ひとり暮ら 
し世帯 

2人世帯 

無回答 

◆要介護度認定の結果に納得しているか 

◆介護サービスを利用しやすい理由 

◆介護サービスを利用していない理由 

◆介護保険サービス以外の福祉サービス利用状況 ◆高齢期を健やかに過ごすために市に望む施策 

◆今後の利用意向 

◆今後の利用意向 

◆年齢 

現在介護サービスを利用している人 

現在介護サービスを利用していない人 

今までどおりの回数 回数を減らしたい 不明・無回答 

不明・無回答 今後は利用したい 今後も利用しない 

利用している 今後利用したい 要介護認定を受けている人 要介護認定者を介護している人 

（㌫） （㌫） 

（㌫） 

（㌫） 

（㌫） 

（㌫） 

（㌫） 

（㌫） 

（㌫） 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50

0 10 20 30 40 50

40.0 33.2

24.2

15.1

27.5

29.3

24.5

6.2

15.1

78.4 25.7

12.9

10.5 73.6 1.6

81.51.2

41.3

41.0

38.9

38.4

25.8

21.6

22.3

30.3

38.9

35.9
45.3

36.3
21.6
25.4

23.1
23.1

32.9

37.4

38.8

31.6

0.6 16.7

14.3

77.0 2.1 8.0

64.5 1.6 8.2

30.0

23.2  

39.9

17.2

11.8

7.5

18.5

9.0 20.6

8.0 17.6

6.7 15.8

25.8

2.2

10.1
32.4

40.2

0 10 20 30 40

0 10 20 30 40 50

「
市
民
の
保
健
福
祉

に
関
す
る
意
識
調
査

（
実
態
調
査
）
」
の
結
果
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仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
と
は
？

　

だ
れ
も
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を
感
じ

な
が
ら
働
き
、
仕
事
上
の
責
任
を
果
た
す

と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
生
活
な
ど
に
お

い
て
も
、
子
育
て
期
、
中
高
年
期
と
い
っ

た
人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て
多
様
な
生
き

方
が
選
択
・
実
現
で
き
る
状
態
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
に

基
づ
き
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
が
実
現
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

仕
事
と
生
活
の
調
和
が

実
現
し
た
社
会
の
姿
と
は

①
就
労
に
よ
る
経
済
的
自
立
が
可
能
な
社

会②
健
康
で
豊
か
な
生
活
の
た
め
の
時
間
が

確
保
で
き
る
社
会

③
多
様
な
働
き
方
、
生
き
方
が
選
択
で
き

る
社
会

今
な
ぜ
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
が

必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
の
働
き
方
で
は
、
個
人
、
企

業
・
組
織
、
社
会
全
体
が
持
続
困
難
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
困
難

②
長
時
間
労
働
に
よ
る
心
身
へ
の
悪
影
響

③
人
材
獲
得
競
争
の
激
化　
　

④
少
子
化
、
労
働
力
不
足
問
題

⑤
生
産
性
の
低
下
・
活
力
の
衰
退

⑥
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
は
「
明
日
へ
の
投
資
」
と
積
極

的
に
捉
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

仕
事
と
生
活
の
調
和
の

実
現
に
向
け
た
３
つ
の
改
革

　

経
営
者
・
管
理
職
の
意
識
改
革
が
、
付

加
価
値
を
生
み
出
し
ま
す
。

①
「
時
間
管
理
」
改
革

　

仕
事
の
見
直
し
に
よ
る
効
率
化
、
従
業

員
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
計
画
的
な
業
務
管

理　

な
ど

②
「
組
織
の
あ
り
方
」
改
革

　

仕
事
・
人
の
合
理
的
配
分
・
柔
軟
な
見

直
し
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
推
進
す
る

組
織
風
土　

な
ど

③
「
人
材
活
用
」
改
革

　

人
材
の
育
成
、
女
性
の
積
極
的
育
成
・

登
用
、
高
齢
者
の
活
用　

な
ど

　

今
、
企
業
と
そ
こ
で
働
く
人
は
、
協
調

し
て
生
産
性
の
向
上
に
努
め
、
職
場
の
意

識
や
職
場
風
土
の
改
革
と
あ
わ
せ
、
働
き

方
の
見
直
し
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

働
き
方
に
つ
い
て
、
今
一
度
見
つ
め
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
人
権
推
進
室
男
女
共
同
参
画
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
２
２
）

２４

特集③　市民の保健福祉に関する意識調査（実態調査）の結果

心身の負担 家族・親族 

サービス提供 
事業者 

特別養護 
老人ホーム 

納得している 

その他・無回答 

ほぼ納得 
している 
あまり納得 
していない 
全く納得 

していない 

介護老人 
保健施設 

介護療養型 
医療施設 

ケアマネジャー 

かかりつけ医師 

サービス 
利用回数 

家族などの 
理解不足 

介護方法 

3年以上 

3カ月以上 
6カ月未満 
6カ月以上 
1年未満 

1カ月以上 
3カ月未満 

特別養護 
老人ホーム 

自宅 

介護老人 
保健施設など 

◆介護を行ううえで特に困っていること ◆介護に困ったときの相談相手 

30.8 41.3

9.3 38.4

2.0 19.6

1.5

29.1

12.6

11.2

9.7

44.7
27.7

17.0

5.3

1.5

26.2

15.0

10.1

66.5

22.3

6.3

（㌫） 

（㌫） 

（㌫） 

（㌫） 

（㌫） 

（㌫） 

要介護・要支援者の介護者の状況 

◆施設入所・入院期間 

◆今後どこで介護を受けたいか ◆要介護認定の結果に納得しているか 

◆施設別入所・入院状況 

施設入所者の状況 

0 5 10 15 20 25 30 35 0 10 20 30 40 50

0 5 10 15 20 25 30 35 0 20 40 60 80

0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50

48.5

多様性を尊重し仕事と生活が好循環を生む社会に向けて
６月は男女雇用機会均等強調月間です。
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図
書
館
で
は
、
市
民
の
暮
ら
し
や
学
習
、
創
作
活
動
を
援
助
す
る
た
め
の
豊
富
な
知

識
と
情
報
を
提
供
す
る
身
近
な
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
、
計
画
的
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
、
ま
た
本
に
親
し
む
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
福
知
山
市
立
図
書

館
基
本
計
画
」
・
「
福
知
山
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
図
書
館
中
央
館
（
℡　

‐
３
２
２
５
）

２２

図
書
館
基
本
計
画
・
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定

「
読
書
の
ま
ち
・
福
知
山
」に
向
け
て

策
定
の
経
過

　

平
成　

年
度
に
「
福
知
山
市
立
図
書
館

１７

の
あ
り
方
を
考
え
る
懇
話
会
」
を
設
置
し
、

同
会
よ
り
新
し
い
図
書
館
の
果
た
す
役
割

や
機
能
に
つ
い
て
ま
と
め
た
提
言
書
「
福

知
山
市
の
図
書
館
基
本
構
想
」
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
基
本
構
想
を
ベ
ー
ス
に
策

定
し
ま
し
た
。

計
画
の
目
標
年
次

　

平
成　

年
度
を
初
年
度
と
し
、
概
ね　

２０

１０

カ
年
の
計
画
と
し
ま
す
。

計
画
の
概
要

　

図
書
館
が
行
う
べ
き
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

基
本
的
な
考
え
方
と
、
新
図
書
館
建
築
の

基
本
と
な
る
施
設
機
能
や
ス
ペ
ー
ス
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
方
向
づ
け
を

示
し
た
も
の
で
す
。
利
用
者
に
と
っ
て
、

真
に
必
要
な
情
報
に
つ
い
て
、「
量
」
よ
り

も
「
質
」
を
重
視
し
、「
貸
し
出
し
」
と

「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」（
参
考
相
談
業
務
）
を

図
書
館
運
営
の
両
輪
と
と
ら
え
た
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
ま
す
。

　

新
図
書
館
に
つ
い
て
は
、　

万
冊
の
図

３０

書
冊
数
と
３
０
０
０
平
方
㍍
の
施
設
規
模

を
計
画
し
、
特
に
子
育
て
支
援
を
中
心
に

交
流
・
い
こ
い
の
場
と
し
て
の
機
能
を
充

実
し
ま
す
。

策
定
の
経
過

　

平
成　

年
に
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の

１３

推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
、
公
布
・
施
行

さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
平
成　

年
に
「
京

１６

都
府
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で
も
子
ど
も
の

読
書
活
動
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
て
独
自

の
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
目
標
年
次

　

平
成　

年
を
初
年
度
と
し
、
概
ね
５
カ

２０

年
の
計
画
と
し
ま
す
。

計
画
の
概
要

　

福
知
山
市
の
す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
読

書
を
通
し
て
生
き
る
力
を
身
に
付
け
、
心

豊
か
に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て「
家
庭
」・「
学

校
」・「
地
域
」
で
、
子
ど
も
の
そ
れ
ぞ
れ

の
発
達
段
階
に
応
じ
た
読
書
活
動
が
で
き

る
よ
う
、
市
民
全
体
で
読
書
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

※
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
図
書

館
、
市
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画

〜
読
書
で
は
ぐ
く
も
う
豊
か
な
心
〜

図
書
館
基
本
計
画

〜「
読
書
の
ま
ち
福
知
山
」の

構
築
を
目
指
し
て
〜
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　梅雨の時期を迎えます。近年、限られた地域に対して短時間に多量に雨が降るゲリラ雨（集
中豪雨）による被害が全国的に多発しています。ゲリラ雨は、台風などと異なり予測が困難で、
地形によって土石流・地すべり・崖崩れなどの土砂災害、洪水などの被害を引き起こします。
災害に対する危機意識を持ち、家庭や地域で防災対策についてもう一度、確認してください。
■総務課防災係（℡　２４‐７０３６）

日ごろからの備え
　災害に備え、『防災マップ』『市民のための防災の手引き』をもう一度確認してください。
　お持ちでない人は、総務課または各支所に置いていますので、ご連絡ください。

『防災マップ』を利用して…
①自宅や勤務先周辺、その通り道などで浸水・土砂災害が発生する恐れのある個所の確認
②家族・地域で避難所の位置や安全な避難ルートの確認

『市民のための防災の手引き』を利用して…
①雨量・水位・気象情報の収集方法の確認（Ｐ２）
②避難情報を伝達するサイレンの鳴り方の違いによる意味の確認（Ｐ３）
③隣近所で避難する際に手助けが必要な人（要援護者）の把握（Ｐ５）
④非常持ち出し品の確認（Ｐ２２）
※避難の際は、身の回りにある食料をできるだけ持って避難をしましょう。

防災情報を電子メールで配信します
●市から「避難に関する情報」や「災害時の生活情報」などをお知らせします。
　携帯電話で、下記アドレスに空メールを送信してください。
　　　anzen ＠ k-anshin.pref.kyoto.jp
●「由良川水位情報」や「雨量情報」などをお知らせします。
　携帯電話で、下記アドレスからユーザ登録をしてください。
　　　http://www.fukuchiyama.kkr.mlit.go.jp/toroku/public/

洪水・土砂災害による避難情報
避難情報の発令基準 ･･･ 避難情報は３段階に分けて発令します
※市から避難するタイミングをサイレン・防災無線・テレビ・ラジオなどさまざまな方法でお
知らせします。

　災害が発生する危機を知らせる気象予報や避難情報を「まさか、自分は大丈夫」と聞き流す
ことは、自らの命を危険にさらすことになります。市はみなさんの生命と財産を守るため、万
全の対応に努めます。みなさんは、第一にかけがえのない自らの命を守り、また、高齢者や体
の不自由な人、日本語の分からない外国人など近所で助け合って状況が悪化するまでに避難し
ましょう。
※『出水期への対応』について、６月１９日（木）の各戸配布文書でお知らせしますので、確認し
てください。

みなさんに求める行動

・家族などとの連絡、非常用持出品の用意など避難の準備を整え、体の不自由な人・高齢
者・子どもなど、避難に時間のかかる人は、避難場所に避難させましょう。避難準備

・家族・近所で声をかけ、助け合いながら、指定された避難場所にすみやかに避難を始め
ましょう。避難勧告

・危険が間近に迫っています。一刻も早く避難場所へ避難してください。十分な時間がな
い人は、近くの高く安全な建物に避難するなど、命を守るための最低限の行動をとって
ください。

避難指示

ＱＲコード

ＱＲコード

災害から命を守るために
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 包装類の分別と出し方 

ナイロンひも・ＰＰバンド 弁当のバラン・アルミカップ 

スプーン、ストロー 乳酸菌飲料のふた（アルミ製）、乾燥剤 

プラスチック製の商品そのもの 
※ハンガー・歯ブラシ・洗面器など 

その他、クリーニングの袋もプラスチック製容器包装類ではありません。 

商品の一部である入れ物 
※ビデオテープやＣＤのケースなど 

次のようなものは、プラスチック製容器包装類ではありません。 
（燃やさないごみで出してください。） 

■福知山市環境政策部循環社会形成課（環境パーク）　　℡ ０７７３‐２２‐１８２７・２４‐７０７１ 

プラスチック製容器包装類の出し方 
①中身は残さず、洗ってすすいで乾かす           
②レジ袋などで小分けせずに、直接指定袋に入れる 
③プラスチック製容器包装類以外のものは入れない 

※汚れがとれない 
　物・洗えない物 

燃やさない 
ごみへ 
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プラスチック製容器 保存版 

お菓子の袋、レジ袋、ペットボトルのラベル 

この場合は、キャップとラベルが 
プラスチック製容器包装類です。 

※プラマークの横のPP・PEなどは材質表示ですので、 
　プラスチック製容器包装類で出してください。 

コンビニ弁当などの容器、たまごパック、 
汚れていないチューブ類 

シャンプー・洗剤などの容器 

発泡スチロールなどの緩衝材 

食品トレーや包装ラップ 
※ラップについている値段などのシールは 
　とる必要はありません。 

果物などのネット・ボトルのキャップ、 
くすりのシート 

次のようなものは、プラスチック製容器包装類です。 

プラスチック製容器包装類とは…商品自体を包んでいる容器や包装（入れ物や包み）で、プラス
チックでできているものです。容器や包装とは、中身が空になるといらなくなるもので、プラスチッ
ク製の商品そのものではありません。 

プラスチック製容器包装類 
は、このマークが目印です。 

キャップ 
ラベル 
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４
月
に
三
段
池
公
園
の
遊
具
広
場
が
完

成
し
ま
し
た
。
面
積
１
万
５
５
０
０
平
方

㍍
の
起
伏
に
富
ん
だ
広
場
で
、
広
場
内
の

「
わ
ん
ぱ
く
ひ
ろ
ば
」
に
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
た

遊
具
な
ど　

種
の
遊
具
を
整
備
し
ま
し
た
。

４０

　

家
族
や
友
達
と
一
緒
に
、
三
段
池
公
園

の
豊
か
な
自
然
の
中
で
楽
し
く
遊
び
ま
せ

ん
か
。

■
都
市
計
画
課
（
℡　

‐
７
０
５
２
）

２４

　

フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
、
地
面
に
は
ゴ
ム

舗
装
が
し
て
あ
る
の
で
、
安
全
に
楽
し
く

遊
べ
ま
す
。

遊
具
の
内
容

▼
６
種
類
の
滑
り
台
が
あ
る
大
型
遊
具

▼
「
鉄
道
の
ま
ち　

福
知
山
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
総
合
遊
具

▼
迷
路

▼
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
な
ど

遊
べ
る
時
間

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
６
〜
８
月
は
午
前
８
時　

分
〜
午
後
６

３０

時　

分
。

３０

※
管
理
上
、
わ
ん
ぱ
く
ひ
ろ
ば
・
第　

駐
１０

車
場
は
、
夜
間
施
錠
し
ま
す
。 

三
段
池
公
園
内
に
は
、
動
物
園
、
都
市
緑

化
植
物
園
、
児
童
科
学
館
、
総
合
体
育
館
、

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど

の
施
設
も
あ
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

遊
具
の
対
象
年
齢
／
３
〜　

歳
１２

※
６
歳
ま
で
の
幼
児
に
は
必
ず
大
人
が
付

き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

入
場
料
／
無
料

※
遊
具
広
場
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
大
は

ら
っ
ぱ
地
区
の
外
周
道
路
が
つ
な
が
り
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
策
な
ど
の
周
回
コ
ー

ス
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

↓ 

↓ 

P

P
P P

P

さくら橋 

大はらっぱ 
第10駐車場 

府道 

多目的 
グランド 

トリム 
の広場 テ

ニ
ス
コ
ー
ト 

児童科学館 

総合 
体育館 

動物園 
猿ケ島 

三段池 

都市緑化 
植物園 

ゆうぎ 
広場 

 
市街 

遊具広場 

綾部市 

N

子どもたちに夢と喜びを 
三段池公園　遊具広

場オープン 
三段池公園　遊具広

場オープン 
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まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０３２）

　５月３日に、三段池公園総合体育館周
辺で「第４３回福知山市子ども大会」を開
催。家族連れなど約６０００人が、射的・ヨー
ヨー釣りなどの祭りコーナー、模擬店、
ステージショー、たこ作り教室など多彩
な催しを楽しみました。
　動物園では、ひつじの毛刈りショーも
行われ、子どもたちはおそるおそる毛刈
りを体験していました。

たくさん遊んだ１日でした

　５月２１日美河小学校で、美河・美鈴・
有仁小学校の６年生に、また５月２６日三
岳小学校で、三岳・天津・公誠小学校６
年生に市の木であるケヤキの苗木を贈り
ました。苗木は約２年間、学校で育てて
もらい、昨年８月に「丹後天橋立大江山
国定公園」の指定を受けた地域を中心に
植樹します。
　子どもたちは、「苗木を一生懸命育て、
豊かな自然を後世に伝えます」と、大切
な緑を守っていく決意を述べました。
　市では、千年を見越して後世に語り継
いでいく森づくりや、伝統文化・伝説の
継承などをすすめるため、「福知山市千
年の森ふるさと基金」に積み立てる寄付
金を募ります。くわしくは、広報ふくち
やま７月１日号をご覧ください。

豊かな自然を未来につなごう

千
の
苗
木
贈
呈
式

5
21
5
26
・ 

　日新地域公民館では、土とふれあいな
がら家族や地域の人との絆を深めるため、
報恩寺の竹林で「タケノコ掘り」を開催
しました。「報恩寺タケノコ」は市の特産
物で、えぐみが少なく柔らかいのが特徴。
　 伊  藤  朱  里 さん（昭和小６年・写真右）

い とう あか り

は「たくさん掘れて楽しいです」と、友
達や家族と一緒にタケノコを掘っていま
した。

力を合わせて、ヨイショ！ヨイショ！！

4
26

子ども大会5
3

「タケノコ掘り」
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ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/
　

市
内
に
住
所
が
あ
る
母
子
家
庭

の
母
に
対
し
、経
済
的
自
立
の
促
進

の
た
め
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
先
／
子
育
て
支
援
課
児
童
福

祉
係
（
℡　

‐
７
０
１
１
）

２４

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

　

就
職
に
必
要
な
能
力
を
高
め
る

講
座
の
受
講
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

対
象

▼
適
職
に
就
く
た
め
に
教
育
訓
練

が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

▼
本
人
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
支

給
水
準
に
あ
る
人　

な
ど

対
象
講
座

　

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給

付
の
指
定
教
育
訓
練
講
座
な
ど

必
要
書
類
／
戸
籍
謄
本
、
受
講
講

座
が
分
か
る
書
類
、
公
共
職
業
安

定
所
が
発
行
す
る
教
育
訓
練
給
付

金
支
給
要
件
回
答
書
な
ど

支
給
額
／
受
講
の
た
め
に
支
払
っ

た
費
用
の　

㌫
２０

※
４
０
０
０
円
以
上
で
上
限
は　
１０

万
円
。

申
請
日
／
受
講
申
込
前

高
等
技
能
訓
練
促
進
給
付
金
事
業

　

就
職
に
有
利
な
資
格
を
取
得
す

る
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
、

生
活
費
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

対
象

▼
本
人
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
支

給
水
準
に
あ
る
人

▼
養
成
機
関
に
お
い
て
２
年
以
上

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
し
、
資

格
取
得
が
見
込
ま
れ
る
人　

な
ど

対
象
と
な
る
資
格
／
看
護
師
、
准

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士

な
ど

必
要
書
類
／
戸
籍
謄
本
、
修
業
し

て
い
る
養
成
機
関
の
長
が
発
行
す

る
在
籍
を
証
明
す
る
書
類　

な
ど

支
給
額
／
月
額　

万
３
０
０
０
円

１０

※
修
業
期
間
の
最
後
の
３
分
の
１

に
相
当
す
る
期
間
（　

カ
月
分

１２

限
度
）
で
、
申
請
月
以
降
の
期

間
に
つ
い
て
支
給
し
ま
す
。

申
請
日
／
修
業
期
間
の
３
分
の
２

に
相
当
す
る
期
間
を
経
過
し
た
日

以
後

　

福
知
山
駅
付
近
連
続
立
体
交
差

事
業
に
伴
う
篠
尾
踏
切
Ｋ
Ｔ
Ｒ
高

架
橋
本
体
工
事
な
ど
の
た
め
、
夜

間
通
行
止
め
と
し
ま
す
。

と
き

全
面
通
行
止
め

▼
６
月　

日（
月
）

１６

午
後　

時
〜　

日

１０

１７

（
火
）午
前
６
時

▼
６
月　

日（
火
）

１７

午
後　

時
〜　

日

１０

１８

（
水
）午
前
６
時

片
側
通
行
止
め　

▼
６
月　

日（
水
）午
後　

時
〜　

１８

１０

１９

日（
木
）午
前
６
時

▼
６
月　

日（
木
）午
後　

時
〜　

１９

１０

２０

日（
金
）午
前
６
時

※
歩
行
者
・
自
転
車
は
通
行
可
。

■
京
都
府
中
丹
西
土
木
事
務
所

（
℡　

‐
１
８
２
４
）

２２

■
福
知
山
駅
周
辺
整
備
課
駅
周
辺

計
画
係
（
℡　

‐
７
０
５
５
）

２４

K
T
R
高
架
工
事
に
伴
う

夜
間
通
行
止
め

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金

京都府福知山総合庁舎 

福知山税務署 

福知山駅 

通行止 

国道９号 

　歯周病は歯を失う原因になるだけでなく、
全身に影響を及ぼすことがわかっています。
歯周病があると歯周病菌や、炎症によって生
じる物質などが血液中に侵入して全身に運ば
れ、さまざまな悪さをする結果、動脈硬化や
心臓病、脳卒中をおこしたり、糖尿病を悪化
させたり、骨粗しょう症、早産や低体重児出
産のリスクを高めたりします。
　そして、最近注目されているのがメタボ
リックシンドローム（メタボ）との関係です。
メタボリックシンドロームの人には歯周病が
多いことが最近の研究で明らかになっていま
す。そして両者に共通する危険因子が肥満と
糖尿病。肥満と糖尿病がある人はメタボリッ
クシンドロームにも歯周病にもなりやすいと
いうことなのです。メタボリックシンドロー

ムと歯周病は肩を並べるように同時に進行し、
その結果、動脈硬化の進行が加速し、心筋梗
塞や腎臓病で死亡する危険性が高まります。
歯周病の予防はメタボリックシンドロームの
予防に大き
くかかわっ
ているのです。
　歯周病になってしまう原因として、不規則
な生活やストレスなどがあげられています。
喫煙も歯周病を著しく助長します。しかし、
歯周病の予防をするために一番肝心なのは毎
日の正しいブラッシングです。
　そして、かかりつけの歯科医院で定期的な
お口の検診とメンテナンスを受けることが非
常に有効です。特にメタボリックシンドロー
ム，糖尿病と診断された人はこの定期的な検
診とメンテナンスを受けましょう。
■丹波歯科医師会
■中央保健福祉センター（℡　２３‐２７８８）けんこう 知識 

市
内
に
お
い
て
、
社
会
保
険
事
務
所
や
市
役
所
の
名
前
を
か
た
っ
て
、
高
齢
者
な
ど
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
詐
欺
が
起
き
て
い
ま

す
。
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

■
生
活
交
通
課
住
民
生
活
係
（
℡　

‐
７
０
２
０
）
■
三
和
・
夜
久
野
・
大
江
支
所
窓
口
相
談
係

２４

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！
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旧
福
知
山
市
区
域
は
ほ
ぼ
据
え
置

き
、
旧
三
町
区
域
で
は
引
き
続
き

段
階
的
に
引
き
上
げ

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
料
の

料
率
は
、
国
保
加
入
者
の
医
療
費

な
ど
に
あ
て
る
た
め
、
所
得
・
加

入
者
数
な
ど
の
状
況
に
よ
り
、
市

が
毎
年
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
国
保
料
率
は
、
合
併

協
議
事
項
で
定
め
ら
れ
た
と
お
り

医
療
分
は
旧
市
町
ご
と
に
不
均
一

で
定
め
ら
れ
、
介
護
分
と
今
年
度

よ
り
創
設
の
後
期
高
齢
者
支
援
分

に
つ
い
て
は
全
区
域
統
一
で
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
国
保
料
は
、
医
療
分

と
支
援
分
を
合
わ
せ
て
、
１
人
あ

た
り
の
保
険
料
が
昨
年
度
と
据
え

置
き
に
な
る
よ
う
設
定
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
旧
３
町
区
域
に
つ
い
て

は
、
合
併
協
議
事
項
で
定
め
ら
れ

た
と
お
り
段
階
的
に
引
き
上
げ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
分
は
、
全
区
域
と
も
昨
年

度
料
率
を
据
え
置
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

６
月
は
国
保
料
の
算
定
月
で
す

期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い

　

平
成　

年
度
の
国
保
料
は
、
平

２０

成　

年
中
の
所
得
と
加
入
者
数
な

１９

ど
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。
６
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
の　

期
に
分
け

１０

て
納
め
て
く
だ
さ
い
。
６
月
中
旬

に
決
定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

国
保
料
は
大
切
な
財
源
で
す
。

お
互
い
の
助
け
合
い
で
成
り
立
っ

て
い
る
国
保
制
度
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
定
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
な
理
由
も
な
く
国
保
料
を

滞
納
す
る
と
、
国
保
証
を
返
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
料
の
減
免

　

世
帯
主
な
ど
の
病
気
や
事
業
所

の
倒
産
な
ど
に
よ
り
前
年
中
に
比

べ
大
幅
に
収
入
が
減
少
す
る
場
合

や
、
火
災
風
水
害
な
ど
や
む
を
得

な
い
理
由
で
国
保
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
所
得

割
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
保
証
の
更
新

　

国
保
料
の
滞
納
に
よ
り
、
有
効

期
限
が
平
成　

年
６
月
末
ま
た
は

２０

９
月
末
ま
で
と
記
載
さ
れ
て
い
る

世
帯
の
人
は
有
効
期
限
の
２
週
間

前
か
ら
更
新
手
続
き
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
国
保
証
と
印
鑑
を

も
っ
て
保
険
課
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
当
該
世
帯
以
外
の
人
が
手

続
き
を
す
る
場
合
は
委
任
状
と
委

任
さ
れ
た
人
の
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
（
免
許
証
な
ど
）
が
必
要

で
す
。

■
保
険
課
国
保
料
係

　

（
℡　

‐
７
０
１
９
）

２４

平
成　

年
度
か
ら
国
民
健
康

２０

保
険
料
・
介
護
保
険
料
が
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
で
き
ま
す

納
付
場
所
／
市
役
所
・
各
支
所
・

金
融
機
関
・
納
付
書
裏
面
に
記
載

し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　

従
来
は
、
は
が
き
タ
イ
プ
の
納

付
書
で
毎
月
発
送
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、
６
月

２０

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の　

回
分
を

１０

一
括
で
郵
送
し
ま
す
。

　

納
付
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。
年
度
途
中
で
所
得
更
正

な
ど
保
険
料
に
変
更
が
あ
る
場
合

に
は
、
改
め
て
変
更
後
の
納
付
書

を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
民
健
康
保
険
料
／
保
険
課
国
保

料
係
（
℡　

‐
７
０
１
９
）

２４

介
護
保
険
料
／
高
齢
者
福
祉
課
介

護
保
険
係
（
℡　

‐
７
０
１
３
）

２４

世帯別平等割被保険者均等割資 産 割所 得 割
年 度在住する

区 域 （１世帯につき）（１人につき）固 定 資 産
税額に対し

基準総所得
金額に対し

１５，３００円２１，３００円なし６．５８㌫２０年度旧福知山
市 区 域

医 療 分

１９，８６０円２７，３６０円なし９．２５㌫１９年度
１３，３２０円１８，７８０円１１．００㌫５．４４㌫２０年度旧三和町

区 域 １４，４６０円１９，６２０円２０．００㌫８．１７㌫１９年度
１４，２２０円２０，０４０円１４．００㌫６．０６㌫２０年度旧夜久野

町 区 域 １５，５４０円２１，１８０円２６．００㌫８．１５㌫１９年度
１４，４６０円１９，４４０円１５．００㌫５．８５㌫２０年度旧大江町

区 域 １６，２６０円２１，１８０円２４．００㌫７．４９㌫１９年度

４，８００円６，６００円なし２．１８㌫２０年度全 区 域
統 一

後期高齢者
支 援 分

４，６００円８，５８０円なし２．２３㌫２０年度全 区 域
統 一介 護 分

４，６００円８，５８０円なし２．２３㌫１９年度
基準総所得金額とは総所得金額から基礎控除（３３万円）を差し引いた金額で、青色専従者給与等控除・長
期譲渡所得等特別控除が適用されます。
モデルケース　世帯主６３歳（所得２５０万円）、配偶者６５歳（所得なし）、子３０歳（所得２００万円）（旧福知山市区域）
医療分　｛（２５０万円－３３万円）＋（２００万円－３３万円）｝×６．５８㌫＋２１，３００円×３人＋１５，３００円
　　　　＝３３１，８７２円→３３１，８７０円（平成１９年度は、４５７，１４０円）
支援分　｛（２５０万円－３３万円）＋（２００万円－３３万円）｝×２．１８㌫＋６，６００円×３人＋４，８００円
　　　　＝１０８，３１２円→１０８，３１０円（平成１９年度は、なし）
介護分　（２５０万円－３３万円）×２．２３㌫＋８，５８０円×１人＋４，６００円 
　　　　＝６１，５７０円→６１，５７０円（平成１９年度は、６１，５７０円）  
世帯の保険料　３３１，８７０円＋１０８，３１０円＋６１，５７０円＝５０１，７５０円（平成１９年度は、５１８，７１０円）

国
民
健
康
保
険
料
の
新
料
率
が
決
定

（ ）（ ）
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平
成　

年
か
ら
国（
所
得
税
）か

１９

ら
地
方（
住
民
税
）へ
の
税
源
移
譲

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
人

は
、市
・
府
民
税
が
増
額
と
な
り
、

所
得
税
が
減
額
と
な
る
た
め
、
税

源
移
譲
前
と
移
譲
後
で
、市
・
府
民

税
と
所
得
税
の
合
計
額
は
基
本
的

に
変
わ
ら
な
い
し
く
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成　

年
に
は
、
所

１８

得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
た
が
、
平

成　

年
中
の
所
得
が
大
き
く
減
少

１９
し
、
平
成　

年
に
所
得
税
が
課
税 

１９

さ
れ
な
い
場
合
、
平
成　

年
度
分

１９

の
市
・
府
民
税
だ
け
が
増
額
さ
れ
、

所
得
税
が
全
く
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
増
額
し
た
平
成　

年
度
分
の

１９

市
・
府
民
税
（
平
成　

年
中
の
所

１８

得
で
税
額
を
計
算
）
を
税
源
移
譲

前
の
税
率
で
計
算
し
た
税
額
ま
で

減
額
し
、
還
付
す
る
経
過
措
置
が

あ
り
ま
す
。

減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
告

書
の
提
出
が
必
要
で
す

申
告
先
／
平
成　

年
度
の
市
・
府

１９

民
税
を
納
税
し
た
市
（
区
）
町
村

申
告
期
間

　

７
月
１
日（
火
）〜　

日（
木
）

３１

※
該
当
者
に
は
、
６
月
下
旬
に
減

額
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

■
税
務
課
市
民
税
係

（
℡　

‐
７
０
２
４
）

２４

対
象
／
１
年
以
上
京
都
府
内
に
居

住
し
、
保
険
適
用
の
不
妊
治
療
を

受
け
て
い
る
夫
婦

※
福
知
山
市
に
住
所
が
あ
る
期
間

に
受
け
た
治
療
費
に
限
り
ま
す
。

内
容
／
不
妊
治
療
費
（
保
険
診
療

費
）
の
自
己
負
担
金
の
２
分
の
１

※
上
限
は
１
年
度
３
万
円
。

※
年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※
申
請
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
り
、
１

年
以
内
の
治
療
費
に
限
り
ま
す
。

申
請
方
法
／
所
定
の
申
請
書
と
医

療
機
関
の
証
明
書
を
、
郵
送
で
中

央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
〒
６
２

０
‐
０
０
４
２　

北
本
町
二
区　
３５

番
地
の
１　

℡　

‐
２
７
８
８
）

２３

ま
た
は
直
接
各
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
で
。

※
申
請
書
な
ど
は
各
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
に
は

郵
送
し
ま
す
。

対
象
／
特
定
不
妊
治
療（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）を
受
け
て
い
る
人

内
容
／
特
定
不
妊
治
療
費
の
一
部

※
１
回
の
治
療
に
つ
き　

万
円
ま

１０

で
、
１
年
度
２
回
が
限
度
。

※
所
得
制
限
な
ど
の
一
定
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　

治
療
終
了
日
の
属
す
る
年
度
内

申
請
方
法
／
所
定
の
申
請
書
と
医

師
の
受
診
証
明
書
を
京
都
府
中
丹

西
保
健
所
保
健
室（
℡　

‐
６
３

２２

８
１
）ま
で
。

※
申
請
書
・
診
断
書
は
中
丹
西
保

健
所
・
各
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
／
不
要

費
用
／
無
料

※
た
ん
の
検
査
は
５
０
０
円
。

対
象
／　

歳
以
上
の
市
民

４０

※
最
後
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
か
ら

６
カ
月
以
上
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性

の
あ
る
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
受
付
時
間

６
月　

日（
月
）

３０

①
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
北
本
町
二
区
）

　

午
前　

時　

分
〜　

時

１０

４０

１１

７
月
２
日（
水
）

②
向
野
集
会
所（
向
野
）

　

午
前　

時　

分
〜　

時
５
分

１０

５０

１１

③
正
明
寺
公
民
館（
正
明
寺
）

　

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１１

２０

１１

３５

■
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
２
７
８
８
）

２３

７
月
２
日（
水
）

④
梅
谷
公
民
館（
梅
谷
）

　

午
後
１
時　

分
〜
１
時　

分

３０

５０

⑤
金
谷
会
館（
猪
野
々
）

　

午
後
２
時
５
分
〜
２
時　

分
２５

⑥
鴨
野
町
集
会
所（
鴨
野
町
）

　

午
後
２
時　

分
〜
３
時
５
分

４５

⑦
野
笹
公
会
堂（
野
笹
）

　

午
後
３
時　

分
〜
３
時　

分

２０

４０

⑧
十
三
丘
集
会
所（
十
三
丘
）

　

午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分

５５

１０

■
西
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
１
２
３
４
）

３７

と
き
・
と
こ
ろ

①
６
月　

日（
金
）

２０

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

企
業
交
流
プ
ラ
ザ（
長
田
野
町
）

②
６
月　

日（
日
）

２９

　

午
前　

時
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

ジ
ャ
ス
コ
福
知
山
店（
岩
井
）

※
全
会
場
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
。

■
京
都
府
福
知
山
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー（
℡　

‐
６
６
３
０
）

２７

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

税
源
移
譲
に
伴
う
年
度
間
の

所
得
変
動
に
か
か
る
経
過
措
置

不
妊
治
療
費
助
成
金

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金

７
月
の
肺
が
ん
・
結
核
検
診

平成18年（度） 住民税 所得税 

所得変動が 
ない場合 

平成19年（度） 

所得変動が 
あった場合 

平成19年（度） 

税源移譲により増額となった住民税相当額が還付されます。 

税源移譲により増額 
となった住民税額 

（減額となった所得税額） 

住民税 所得税 

平成18年中の 
所得に 
対して課税 

平成19年中の 
所得に 
対して課税 

申告により 

住民税 所得税 
非課税 

還付

　期限日です。■税務課市民税係（℡２４‐７０２４）■保険課国保料係（℡２４‐７０１９）■高齢者福祉課介護保険係（℡２４‐７０１３）

６
月
の
献
血

骨
髄
ド
ナ
ー
バ
ン
ク
登
録
会
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と
き
・
と
こ
ろ

①
７
月　

日（
火
）

２２

　

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
北
本
町
二
区
）

②
８
月
１
日（
金
）

　

中
千
原
公
民
館（
中
千
原
）

③
８
月
５
日（
火
）

　

ふ
れ
あ
い
の
里
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
水
上
）

④
８
月
７
日（
木
）

　

三
和
荘（
千
束
）

内
容
／
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者

健
診
、
前
立
腺
が
ん
・
胃
が
ん 

　
 

（
血
液
・
Ｘ
線
）
・
肺
が
ん
・
結

核
・
大
腸
が
ん
検
診

※
①
は
、
特
定
健
診
・
後
期
高
齢

者
健
診
が
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
③
・
④
は
乳
が
ん
検
診
・
子
宮

が
ん
検
診
が
受
診
で
き
ま
す
。

費
用
・
対
象
／
各
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
実
施
日
の
１
カ
月
前

申
込
先

①
／
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
２
７
８
８
）

２３

②
・
③
／
西
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
℡　

‐
１
２
３
４
）

３７

④
／
東
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
℡　

‐
２
０
９
０
） 

５８

　

地
域
の
重
要
な
交
通
手
段
で
あ

る
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）

を
守
り
、
応
援
し
て
い
く
、
Ｋ
Ｔ

Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
会
員
・
年
会
費

▼
３
年（
入
会
の
日
〜
平
成　

年
２３

３
月
末
日
）／
３
０
０
０
円

▼
１
年（
入
会
の
日
〜
平
成　

年
２１

３
月
末
日
）／
１
０
０
０
円

※
入
会
に
合
わ
せ
、
無
料
で
家
族

会
員
の
登
録
が
で
き
ま
す
。

特
典

▼
会
員
優
先
イ
ベ
ン
ト
列
車
の
案

内▼
列
車
利
用
で
た
ま
る
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
進
呈

※　

ポ
イ
ン
ト
た
ま
る
と
加
盟
店

１０で
５
０
０
円
分
の
買
い
物
に
利

用
で
き
ま
す
。

申
込
方
法
／
申
込
書
と
会
費
を
、

天
橋
立
観
光
協
会（
宮
津
駅
タ
ー

ミ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
内　

℡
０
７
７

２
‐　

‐
０
６
７
０
）ま
で
。

２２

※
会
費
は
、
銀
行
振
込
、
郵
便
振

替
で
も
払
い
込
み
で
き
ま
す
。

※
申
込
書
は
、企
画
推
進
課
・
各
支

所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｋ
Ｔ

Ｒ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

ktr

‐tetsudo.jp

）か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
が
使
用
で
き

る
加
盟
店
も
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
企
画
推
進
課
政
策
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
３
０
）

２４

　

福
知
山
の
景
観
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
た
め
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

６
月
２
日（
月
）〜　

日（
水
）

２５

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
・
回
収
箱
設
置

場
所
／
都
市
計
画
課
、
各
支
所
、

中
央
公
民
館
、
川
口
・
日
新
・
北

陵
・
六
人
部
・
成
和
・
三
和
・
夜

久
野
・
大
江
地
域
公
民
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

提
出
方
法
／
回
収
箱
に
直
接
入
れ

る
か
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
、
都
市
計
画
課
計

画
推
進
係（
〒
６
２
０
‐
８
５
０

１　

字
内
記　

番
地
の
１　

℡　

１３

２４

‐
７
０
５
１　
　
　

‐
６
５
３
７

２３

Ｅ
メ
ー
ル  toshikei@

city.
fukuchiyam

a.kyoto.jp)

ま
で
。

　

子
ど
も
と
一
緒
に
、
絵
本
の
読

み
き
か
せ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
中
の
人
、
幼
児
、
絵
本
や

読
み
き
か
せ
に
興
味
の
あ
る
人
な

ど
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と
き
／
７
月
６
日（
日
）

午
後
１
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館　

号
室

２４
（
内
記
三
丁
目
）

内
容
／
読
み
き
か
せ
講
演
会

演
題
／「
子
ど
も
と
楽
し
む
絵
本

と
紙
芝
居
」

講
師
／
と
よ
た
か
ず
ひ
こ
さ
ん

（
絵
本
作
家
）

参
加
料
／
無
料

定
員
／
１
０
０
人（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
６
月　

日（
日
）ま
で

２９

に
、
電
話
ま
た
は
直
接
図
書
館
中

央
館（
℡　

‐
３
２
２
５
）ま
で
。

２２

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

７
・
８
月
の
健（
検
）診

子
ど
も
読
書
の
日

記
念
講
演
会

K
T
R
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
会
員

福
知
山
市
の
景
観
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

食中毒にご用心！
　食中毒が発生しやすい季節になりました。
特に、病原性大腸菌Ｏ－１５７による食中毒に
は十分な注意が必要です。疑わしい症状が
見られたら、すぐに医師の診察を受けま
しょう。
Ｏ－１５７による食中毒の特徴
●腹痛を伴う水様性の下痢に続いて、出血
性の下痢になる。（血便が見られないことも
ある）
●吐き気、おう吐、発熱を伴うことがある。
●感染してから発病するまでの、潜伏期間
が長い（３日～９日）ことがある。
食中毒予防３原則
　原因菌を
●つけない！（手洗い・清潔）
●増やさない！（早く食べる・冷却する）
●死滅させる！（加熱殺菌）
■福知山市健康危機管理対策会議
　（中央保健福祉センター内　℡　２３‐２７８８）

６月３０日（月）は市・府民税・国民健康保険料、介護保険料（普通徴収分）いずれも第１期分の納　
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コ
ケ
玉
２
種
と
炭
鉢
を
使
っ
て
、

器
に
ア
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

と
き
／
７
月
６
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

　
　
　
　
　
　
（
三
段
池
公
園
内
）

定
員
／　

人
（
先
着
順
）

２０

受
講
料
／
２
５
０
０
円（
材
料
費
）

申
込
方
法
／
６
月　

日（
木
）か
ら

１９

電
話
で
、
都
市
緑
化
植
物
園
（
℡

　

‐
６
６
１
７
）
ま
で
。

２２
　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

身
近
な
生
活
か
ら
考
え
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
６
月　

日（
水
）

１８

　
　
　

午
後
７
時　

分
〜

３０

と
こ
ろ
／
川
口
地
域
公
民
館（野

花
）

テ
ー
マ

　

仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
〜
充
実
し

た
働
き
方
や
生
活
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜

講
師
／ 
大  
谷  
学 
さ
ん（
京
都
府
府

お
お 

た
に 
ま
な
ぶ

民
生
活
部
男
女
共
同
参
画
課
長
）

費
用
／
無
料

※
保
育
ル
ー
ム
あ
り
。（
申
込
不
要
）

■
人
権
推
進
室
男
女
共
同
参
画
推

進
係
（
℡　

‐
７
０
２
２
）

２４

　

福
知
山
市
消
防
団
で
は
、
消
防

技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
、
火

災
防
御
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、

消
防
操
法
大
会
を
開
催
し
、
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

と
き
／
６
月　

日（
日
）

２２

　
　
　

午
前
８
時
〜
正
午

と
こ
ろ
／
由
良
川
猪
崎
河
川
敷
運

動
広
場
（
猪
崎
）

内
容
／
ホ
ー
ス
の
運
搬
・
延
長
な

ど
、
消
火
活
動
に
必
要
な
放
水
体

形
が
整
う
ま
で
の
迅
速
性
・
安
全

性
な
ど
を
競
い
ま
す
。

出
動
台
数
／
ポ
ン
プ
車　
　

台
１０

　
　
　
　
　

小
型
ポ
ン
プ　

台
２９

■
消
防
署
警
防
課
警
防
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
４
１
１
９
） 

２３

　 
Ｑ 
友
人
に
、
３
カ
月
後
に
は
返

す
と
い
う
約
束
で
、　

万
円
を
貸

５０

し
ま
し
た
が
、
返
し
て
も
ら
え
ま

せ
ん
。
何
と
か
お
金
を
取
り
戻
せ

な
い
で
し
ょ
う
か
。
裁
判
で
少
額

訴
訟
手
続
き
と
い
う
も
の
が
あ
る

と
聞
い
た
の
で
す
が
。

 
Ａ 
少
額
訴
訟
手
続
き
と
は
、お
金

に
関
す
る
も
め
ご
と
を
、簡
単
で
速

く
安
い
費
用
で
解
決
す
る
裁
判
の

手
続
き
で
、裁
判
所
に
行
っ
て
裁
判

を
行
う
の
は
、原
則
と
し
て
１
回
だ

け
で
す
。

　

約
束
を
守
ら
ず
、請
求
し
て
も
返

し
て
く
れ
な
い
よ
う
な
ら
、少
額
訴

訟
の
手
続
き
を
行
っ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　

小
額
訴
訟
は
、金
額
が　

万
円
以

６０

下
の
支
払
い
を
求
め
る
場
合
に
限

ら
れ
、
ま
た
、
相
手
の
い
る
場
所

が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
少
額
訴

訟
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
法
律
専
門
家
に
よ
る

相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
秘
書
広
報
課
広
聴
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
２
７
）

２４

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

涼
を
呼
ぶ

グ
リ
ー
ン
イ
ン
テ
リ
ア

人権シリーズ 共に幸せを生きるまちづくりに向けて
一人で悩まないで、まず相談してください

　市では、「人権教育のための国連１０年福知山
市行動計画」の理念を継承した新たな計画で
ある「福知山市人権施策推進計画」を策定し
ました。また、市民の
みなさんが、計画の理
念について理解を深
めていただくととも
に、学習資料としても
活用できるように「福
知山市人権施策推進
計画ハンドブック」を
４月に全戸配布しま
した。
　このハンドブックの特徴は、計画の内容を
分かりやすくするとともに、最終ページに『相
談機関一覧』を入れたところにあります。

　これまでから、それぞれの人権問題につい
て、相談窓口を設け市民のみなさんの相談に
おこたえしてきました。しかし、人権に関わ
る問題は、家庭内で起こっていたり、親しい
人との間での出来事であったりするなど、個
人的な問題で、他人に知られたくないプライ
ベートなことが多いため、だれにも相談せず
一人で悩み、苦しまれていることがあります。
　人権問題について悩んでいることがあれば、
この「ハンドブック」の最終ページ「相談機
関一覧」で相談窓口を確認し、気軽にご相談
ください。
『一人で悩まないで、まず相談してください』
『あなたの秘密は、守ります』
■人権推進室市民啓発係（℡　２４‐７０２２）

　　■生活交通課交通対策係（℡２４‐７０２０）
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あ
な
た
か
ら
の 

声 声 

に
お
答
え 

      

し
ま
す 

男
女
が
共
に
考
え
る

は
ば
た
き
セ
ミ
ナ
ー

消
防
操
法
大
会
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カンちゃん　プラス
チック製容器包装
類って「プラスチッ
ク製のごみ」じゃな
くて、「容器包装で
プラスチック製のも
の」なんやなぁ。

ビンちゃん　そうなんや。「プラ」って言う
から、プラスチック製品そのものと勘違い
しやすいけど、プラスチック製の「容器と
包装」のことやから、商品そのもののプラ
スチックのストローとかお弁当に入れるバ
ランなんかも、プラスチック製容器包装類
じゃないんやで。

カンちゃん　なんか、ややこしいなあ。簡単
に分かる方法ってある？

ビンちゃん　スナック菓子の袋のように、商
品を包んでいたプラスチックがプラ容器な 

んやけど、プラマークを目
印にしたらいいよ。

カンちゃん　見たことある。
ビンちゃん　よく見るやろ。
　家庭からでるごみの４割
（容積分）がプラスチック製容器包装類らし
いよ。だから、できるだけリサイクルに回
して、限りある資源を活用する社会を作ら
んとな。プラスチック製容器包装類が何で、
そうでないものが何かが分かれば、あとは
出し方として、汚れがないか、指定袋の中
でレジ袋なんかで小分けしてなかったら分
別完了やで。

カンちゃん　了解！
■循環社会形成課循環推進係（℡　２４‐７０７１）

思いやりで高めよう　福知山の交通マナー　

　今お住まいの住宅は、平成２３年５月３１日まで
に設置が必要です。
　平成１８年６月１日以後に着工された住宅につ
いては、着工時に設置することが義務づけられ
ています。

住宅用火災警報器を設置していたため
火事に至らなかった事例
事例１ 寝たばこにより火災が発生、警報音に
より目を覚まし布団に水をかけて消火した。　
事例２ 天ぷら油を加熱したままその場を離れ、
鍋から火が上がり警報器が感知、警報音に気づ
いて消火した。 

悪質訪問販売にご注意ください
　一人暮らしの高齢者宅などに強引に売りつ
けるなどの悪質商法が全国で多発しています。
「今すぐ取り付けなければならない」「消防
署の許可を得て回ってます」など言葉巧みに
設置を迫ります。
もしも不審に思ったら
・はっきり断る
・書類にハンコを押さない
・消防署や相談窓口へ通報する
　※もし契約してしまっても、契約後一定の
　　期間、無条件で解約できるクーリングオ
　　フ制度があります。

■住宅用火災報知器相談窓口
（消防署予防課内　℡　２３‐５１１９）

もうつけましたか?住宅用火災警報器
　平成１８年６月１日に「福知山市火災予防条例」を改正し、一般の住宅に住宅用火災警報器の
設置が義務化となりました。大切な生命・財産を守るため、まだ設置していない家庭はできる
だけ早く設置しましょう。

感知器は煙式のものを取りつけましょう。 

寝室　就寝中の火災による逃げ遅れを防ぐため 
階段　逃げ道をふさがれてしまわないため 
台所　火をよく使用するので、うっかり火災などを 
　　　起こさないため 

※プラマーク
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福知山市市民憲章　

わたしたちは、ふるさと福知山を“幸せの舞台”にします。 
水清い由良川、緑濃い山々、行き交う人々。 

生き生きとして、伸び伸びとしたふるさとをつくります。 
わたしたちは、ひとりひとりの中に 

人生を自由で美しいものにする力を持っています。 
そのわき出る力を集め、四季を愛し、命を尊び 

共に幸せを生きます。 

　下六人部地区は、市内では最も高齢化
率が低く、ここ１０年で急激に人口が増え
ました。公民館では、「人権」「ふれあい」
「きずな」「思いやり」を基本理念にさまざ
まな活動に取り組んでいます。
　地区の東部にそびえるふな山は、校歌

や園歌にも歌われる下六人部地区のシンボルです。また、
ツツジや噴水が楽しめる長田野公園、ターゲットバード
ゴルフができる市の谷公園、ミツバツツジが咲き名水で
有名な養老水公園など多くの公園があり、いこいの場と
なっています。

●人　口　4947人（4月末）　男2481人　女2466人
●世帯数　1881世帯
●自治会　多保市、駒場新町、長田南、長田北、上松、

長田段、市の谷、大野、岩間
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長田野 
工業団地 

舞鶴若狭自動車道 舞鶴若狭自動車道 

下六人部地区公民館長

 吉  良  市  生 さん
き ら いち お

　戦前は陸軍の演習場で、兵舎や馬小屋などがありました。戦後、海
外からの引揚者などが入植し、開墾。昭和４９（１９７４）年、４００㌶ の原野
を開発し、日本有数の内陸工業団地が誕生しました。現在、立地企業
４１社、年間製造品出荷額２，７０７億となっています。

▲長田野工業団地

　毎年秋に、全校児童によるミュージ
カルを発表します。年によって、公民館
の文化祭や心の教育実践発表会で披
露することもあります。

▲下六人部小学校全校ミュージカル

　噴水・体育館・野球場２面・テニスコー
ト５面などの施設を備えた運動公園です。
　芝生広場には、多くの木が植えられ
ています。木かげで、ゆったりとしたひと
ときを過ごしてみませんか。

▲②長田野公園
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　一見、池の中から木が生えているよ
うに見えますが、木の根元は小さな島
になっています。福知山藩主 朽  木  綱  貞 

くつ き つな さだ

（１７１３～１７８８）が描いたこの木の絵が
今に伝えられており、江戸中期にはす
でに見事な枝振りを水面にたたえて
いたことがうかがえます。
　樹高８㍍、幹周３８２㌢㍍、枝張り直径
１４㍍ で、福知山市の名木、あるいは天
然記念物として市指定文化財の指定
を受けています。

▲①大池のマルバヤナギ（多保市）


